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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月14日(2018.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属原子が封入されているガスセルと、
　前記ガスセルを収容し、底面外側角部を有する第１収容筐体と、
　前記第１収容筐体を収容し外側角部を有する第２収容筐体と、
　前記ガスセルに励起光を射出する光源を備える光射出部と、
　前記光射出部が設置される第１基準面と、前記第１収容筐体が設置される第２基準面と
、突き当て部と、を有し、前記第２収容筐体が設置される第１の基板と、
　前記底面外側角部に装着されており、前記第２基準面に沿った、互いに交差する方向で
前記突き当て部に当接する第１ブロックと、を備え、
　前記第１ブロックは、前記第１収容筐体の筐体底面壁と前記第２基準面とに挟持される
筐体支持部と、前記第１の基板の前記突き当て部に突き当てられる筐体位置決め部と、を
有している、
　原子発振器。
【請求項２】
　前記第１の基板が設置される第２の基板を備え、
　前記第１の基板と前記第２の基板とは離間している、
　請求項１に記載の原子発振器。
【請求項３】
　前記第１基板と前記第２の基板との間に配置された第２ブロックを備えた、
　請求項２に記載の原子発振器。
【請求項４】
　前記第１ブロックは断熱性を有する、
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の原子発振器。
【請求項５】
　前記第２ブロックは断熱性を有する、
　請求項３に記載の原子発振器。
【請求項６】
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　前記第１収容筐体、および前記第２収容筐体は磁気遮蔽性を有していることを特徴とす
る請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の原子発振器。
【請求項７】
　前記第1収容筐体と前記第２収容筐体とは、前記第1ブロックによって離間している、
　請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の原子発振器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上述の適用例によれば、第２ブロックが配置される第２裏面と装置載置面との離間部が
、第２の基体に備えられる制御部が発生する熱を、第１の基体の第２裏面へ伝達すること
を防止する断熱部となり、第１の基体への余剰な熱伝達を抑制する。従って、第１の基体
に載置されている第２収容筐体の内部に収容される第１収容筐体への余剰な外部からの熱
伝達が抑制され、第１収容筐体に収容されるガスセルに伝達される余剰熱が抑制され、安
定した発振性能を有する原子発振器を得ることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　図４および図５に示す原子発振器１０００は、量子干渉効果を利用した原子発振器であ
る。原子発振器１０００は、制御部３００を備える半導体装置６００を含む図示しない回
路部を搭載した第１の基板としてのベース基板７００と、光射出部１１０を含む光源ユニ
ット１００と、ガスセル２１０および光検出部２２０とを含む第２ユニット２００（以下
、ガスセルユニット２００という）と、が搭載される第２の基板としてのユニット基板８
００と、を備えている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　そしてガスセル２１０と、ガスセル保持部材２７０と、コイル２５０と、光検出部２２
０と、は第１収容筐体４００の内部に収容されている。第１収容筐体４００は、箱状の収
容体４１０と、蓋体４２０と、を備え、収容体４１０内部に収容されるコイル２５０を備
えガスセル２１０が保持されたガスセル保持部材２７０と、光検出部２２０と、を収納、
載置し、収容体４１０を密閉するように蓋体４２０を収容体４１０に合わせることで第１
収容筐体４００を構成する。第１収容筐体４００は、第１収容筐体４００の内部に対する
外部からの磁気を遮蔽する機能を有し、第１収容筐体４００に収容されるガスセル２１０
への外部からの磁気を遮蔽する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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